
就
職
の
保
障
を
求
め
る
九
州

キ
ャ
ラ
バ
ン｣

な
ど
で
、
１

２
年
度
以
降
も
恒
常
的
な
制

度
と
し
て
継
続
し
、
希
望
す

る
全
て
の
学
校
へ
配
置
す
る

こ
と
を
求
め
て
い
ま
し
た
。

１
２
年
度
は
現
状
よ
り
人

数
が
減
少
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
国
の
予
算
が
な

く
な
る
こ
と
で
、
以
前
の

８
人
程
度
に
減
少
す
る
こ
と

も
想
定
さ
れ
た
中
で
、
な
ん

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
ス
タ

が
、
１
０
・
１
１
年
度
は
、

と
か
２
５
人
を
確
保
し
た
こ

ッ
フ
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
の

国
の
緊
急
雇
用
対
策
の
予
算

と
は
、
高
教
組
や
学
校
現
場

就
職
指
導
専
門
員
の
制
度
を

を
利
用
し
て
全
県
で
３
６
校

の
要
求
を
反
映
し
た
も
の
で

引
き
継
ぐ
も
の
で
、
従
来
の

に
配
置
さ
れ
ま
し
た
。
国
の

す
。
県
教
委
も
文
教
厚
生
委

業
務
に
加
え
て
１
・
２
年
生

予
算
は
１
１
年
度
で
終
了
す

員
会
に
お
け
る
答
弁
で｢

学

日
高
教
は
９
、
１
０
日
、

東
京
で
第
２
８
回
定
期
大
会
を
開
催
し
、
運
動
方
針
な
ど
の

の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
も
か
か

る
た
め
、
高
教
組
は
、
昨
年

校
か
ら
も
継
続
の
要
望
が
強

議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

わ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

９
月
の｢

高
校
生
の
修
学
と

か
っ
た｣

と
述
べ
て
い
ま
す
。

長
崎
高
教
組
か
ら
は
代
議
員
と
し
て
、
平
井
執
行
委
員
長
と
馬
場
書
記
長
、
今
泉
執
行

す
。
勤
務
時
間
は
従
来
と
同

委
員
（
１
０
日
の
み
）
が
出
席
し
、
平
井
委
員
長
は
「
再
任
用
制
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
、

じ
週
２
９
時
間
で
、
２
５
校

長
崎
高
教
組
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
紹
介
し
な
が
ら
意
見
を
述
べ
、
討
論
に
参

に
配
置
さ
れ
ま
す
。
配
置
校

加
し
ま
し
た
。

に
つ
い
て
県
教
委
は
、
就
職

討
論
の
ま
と
め
を
か
ね
た
執
行
部
見
解
で
、
日
高
教
の
藤
田
書
記
長
は
再
任
用
制
に
関

す
る
生
徒
の
多
い
学
校
や
就

わ
っ
て
「
長
崎
の
要
望
に
沿
っ
て
と
り
く
む
」
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

職
の
困
難
性
を
か
か
え
る
学

公
立
高
校
離
島
高
校
生
修

の
で
す
。
新
年
度
の
政
府
予

校
に
配
置
す
る
と
し
て
、
専

学
支
援
費
は
、
高
校
が
設
置

算
で
制
度
化
さ
れ
る
予
定

平
井
委
員
長
が
行
っ
た
討
論
の
要
旨
は
以
下
の
と
お
り

ど
支
給
さ
れ
な

門
高
校
や
定
時
制
に
配
置
す

さ
れ
て
い
な
い
島
の
生
徒
が

で
、
詳
し
い
実
施
要
綱
は
後

で
す
。（
写
真
は
発
言
す
る
平
井
委
員
長
）

い
諸
手
当
に
つ

る
こ
と
に
な
る
と
い
う
見
通

高
校
に
通
う
た
め
の
費
用
を

日
通
知
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

い
て
は
『
納
得

し
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま

補
助
す
る
も
の
で
、
島
を
出

で
す
が
、
１
人
当
た
り
年
額

し
て
い
る
』
３

す
。

て
下
宿
な
ど
を
し
て
い
る
場

１
５
万
円
を
上
限
に
支
給
さ

０
人
（
７
０
％
）
、

就
職
指
導
専
門
員
に
つ
い

合
の
居
住
費
や
、
自
宅
か
ら

れ
る
見
通
し
で
す
。
県
教
委

『
納
得
で
き
な

て
は
、
２
０
０
９
年
度
ま
で

通
う
場
合
の
通
学
費
に
つ
い

は
、
来
年
度
の
該
当
者
を
１

「
年
金
支
給
年
齢
の
段
階

指
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
実
態

い
』
１
３
人
（
３

は
８
校
へ
の
配
置
で
し
た

て
支
援
費
が
支
給
さ
れ
る
も

５
０
人
程
度
と
見
込
み
、
２

的
引
き
上
げ
に
対
し
政
府

調
査
を
２
月
行
っ
た
。
再
任

０
％
）
④
部
活

３
０
０
万
円
余
を
来
年
度
予

は
、
退
職
年
齢
の
延
長
で
な

用
者
フ
ル
タ
イ
ム
１
１
人
、

動
の
正
顧
問
５

算
に
計
上
し
て
い
ま
す
。

く
、
再
任
用
制
の
『
義
務
化
』
講
師
３
２
人
の
教
育
職
４
３

人
、
副
顧
問
２

を
打
ち
出
し
た
。
い
ま
、
再

人
か
ら
回
答
を
得
た
。

０
人
で
部
活
に

予
・
免
除
制
度
導
入
を
求
め

任
用
制
を
巡
っ
て
は
労
働
条

特
徴
的
な
こ
と
を
あ
げ
る

関
わ
っ
て
い
る

て
い
ま
す
が
、
県
教
委
は
文

件
も
含
め
て
、
全
国
的
に
は

と
、
①
勤
務
地
や
学
校
タ
イ

の
は
２
５
人
（
５

文
科
省
は
、
低
所
得
世
帯

高
教
組
も
２
月
２
７
日
に

教
厚
生
委
員
会
で
、｢

猶
予

統
一
的
で
な
く
バ
ラ
バ
ラ
で

プ
両
方
と
も
に
『
希
望
通
り

８
％
）
⑤
今
の

の
生
徒
等
を
救
済
す
る
た

県
教
委
に
要
請
書
を
提
出

制
度
を
検
討
し
て
い
る｣

と

あ
る
。
再
任
用
を
定
数
外
に

で
は
な
か
っ
た
』
は
４
人

仕
事
に
つ
い
て

め
、
各
都
道
府
県
に
設
置
さ

し
、
県
の
奨
学
金
の
返
還
猶

答
弁
し
て
い
ま
す
。

扱
う
な
ど
の
日
高
教
の
要
求

（
９
．
３
％
）
②
給
料
月
額

や
め
た
い
と
『
常

れ
て
い
る｢

高
校
生
修
学
支

を
強
め
る
と
と
も
に
、
全
国

は
勤
務
実
態
か
ら
ど
う
か
の

時
思
う
』
３
人
、
『
時
々
思

こ
う
し
た
実
態
は
単
に
長

援
基
金｣
を
２
０
１
４
年
度

的
動
向
を
把
握
し
て
さ
ら
に

質
問
に
対
し
、『
満
足
』『
や

う
』
８
人
の
『
思
う
』
は
１

崎
だ
け
の
特
有
な
こ
と
で
は

ま
で
３
年
間
延
長
し
た
上

討
議
、
方
針
化
を
す
す
め
る

や
満
足
』
は
１
８
人
（
４
１

１
人
（
２
５
．
６
％
）
で
４

な
い
と
考
え
る
。
勤
務
実
態

で
、｢

返
還
猶
予
・
減
免
制

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

％
）
、
『
不
満
』
『
お
お
い
に

人
に
１
人
の
割
に
な
っ
て
い

に
見
合
う
改
善
が
急
が
れ
て

度
を
導
入
す
る
こ
と｣

な
ど

長
崎
高
教
組
は
『
再
任
用

不
満
』
は
２
２
人
（
５
１
％
）
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

い
る
。」

と
す
る
制
度
改
正
を
行
う
こ

制
の
労
働
条
件
改
善
』
を
目

③
扶
養
手
当
や
住
居
手
当
な

た
。

と
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
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日
高
教
第
２
８
回
定
期
大
会

長
崎
高
教
組

再
任
用
制
に
つ
い
て
の
と
り
く
み
で
要
望

４
人
に
１
人
が
や
め
た
い
と
思
う
再
任
用
者

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

要
求
の
方
針
化
を

＊
１
２
年
度
定
期
異
動
の
内
示
は
１
９
日
。

＊
人
事
に
つ
い
て
の
疑
問
や
意
見
を

書
記
局
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

＊
異
動
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
は
４
月
中
に
行

い
ま
す
。

2012年度県予算での新規事業

就職指導専門員制度を引き継ぐ

キャリアサポートスタッフ ２５校に配置

２
０
１
２
年
度
の
長
崎
県
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
３

月
の
県
議
会
で
審
議
さ
れ
て
成
立
し
ま
す
が
、
３
月
６

日
の
文
教
厚
生
委
員
会
の
審
議
や
、
そ
の
後
の
県
教
委

と
の
折
衝
で
、
就
職
指
導
専
門
員
制
度
を
引
き
継
ぐ
キ

ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
事
業
や
公
立
高
校
離
島
高

校
生
修
学
支
援
費
な
ど
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

就
職
指
導
専
門
員
制
度
の
継
続
を
求
め
る

高
教
組
や
現
場
の
要
求
を
反
映

公
立
高
校
離
島
高
校
生
修
学
支
援
費

高
校
未
設
置
の
島
出
身
の
高
校
生
に
支
援
金

高
校
生
修
学
支
援
基
金
に
関
す
る
制
度
改
正

奨
学
金
の
返
還
猶
予
制
度
の
導
入
を
検
討

(昭和35年8月11日第三種郵便物認可）毎月1日、15日発行長 崎 高 教 組 新 聞

高教組メールアドレス
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県
教
委
の
教
育
環
境
整
備

素
案
で
は
、
県
下
各
地
に

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
基
準

り
す
る
の
で
、
近
隣
で
も
っ

課
は
、
３
月
１
日
、
高
教
組

２
６
８
棟
１
０
６
２
戸
あ
る

に
基
づ
い
て
、
素
案
で
は
６

と
人
気
の
あ
る
所
を
紹
介
す

書
記
局
に
来
局
し
、
教
職
員

公
舎
を
棟
ご
と(

一
戸
建
て

４
棟
１
５
８
戸
を
Ａ
に
分
類

る
と
い
う
よ
う
な
こ
と｣

と

公
舎
を
集
約
化
す
る
方
針
で

も
含
む)

に
、
Ａ
：
処
分
予

し
て
い
ま
す(

一
部
を
上

説
明
し
ま
し
た
。

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

定
、
Ｂ
：
入
居
状
況
に
よ
っ

掲)

。

ま
た
、｢

廃
止
が
決
ま
っ

そ
の
素
案
を
提
示
し
ま
し

て
は
処
分
予
定
公
舎
と
す

ま
た
、
現
在
、
学
校
ご
と

て
も
、
入
居
し
て
い
る
人
に

た
。
こ
れ
は
、
県
議
会
決
算

る
、
Ｃ
：
今
後
も
使
用
、
の

で
管
理
し
て
い
る
公
舎
を
、

退
去
を
強
制
す
る
こ
と
は
な

審
査
特
別
委
員
会
の｢

教
職

３
つ
に
分
類
し
、
当
面
、
Ａ

通
勤
可
能
と
考
え
ら
れ
る
地

い｣

と
述
べ
ま
し
た
。

員
住
宅
の
入
居
率
に
つ
い

に
分
類
し
た
公
舎
を
廃
止
す

域
区
分(

１
８
地
域)

で
管
理

て
、
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る

る
と
し
て
い
ま
す
。

す
る
体
制
に
変
更
す
る
方
向

の
で
、
管
理
を
集
約
す
る
な

Ａ
に
分
類
す
る
公
舎
の
基

性
を
示
し
て
い
ま
す
。

ど
効
率
的
な
運
用
を
図
る
こ

準
と
し
て
は
、
①
入
居
率
５

県
教
委
は
、
こ
れ
ら
各
公

各
公
舎
の
Ａ
～
Ｃ
判
定
の

と｣

と
い
う
指
摘
な
ど
を
理

０
％
以
下
で
近
隣
に
集
約
先

舎
の
Ａ
～
Ｃ
判
定
や
地
域
管

素
案
に
つ
い
て
は
、
県
下
の

由
に
し
た
も
の
。

が
あ
る
、
②
耐
用
年
数
を
過

理
に
つ
い
て
の
意
見
を
、
４

す
べ
て
の
公
舎
に
つ
い
て
棟

ぎ
た
も
の
、
③
閉
校
し
た
学

月
２
７
日
ま
で
に
各
学
校
か

ご
と
に
判
定
し
た
一
覧
表
が

校
の
公
舎
、
④
他
部
局
へ
所

ら
集
約
し
、
最
終
案
と
し
て

各
学
校
に
送
付
さ
れ
て
い
ま

管
転
換
予
定
、
の
四
分
類
の

と
り
ま
と
め
る
と
し
て
い
ま

す
。
Ａ
判
定
と
さ
れ
て
い
る

ど
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と

す
。

も
の
が
あ
る
学
校
で
は
、
そ

の
判
定
が
問
題
な
い
か
を
全

教
職
員
で
確
認
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
異
動
に

際
し
て
、
不
当
な
入
居
制
限

高
教
組
は
、
人
事
異
動
方

に
、｢

廃
止
の
可
能
性
の
あ

が
行
わ
れ
な
い
よ
う
注
意
し

針
が
５
地
区
制
に
な
っ
て
長

る
公
舎
に
つ
い
て
は
、
今
年

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

距
離
通
勤
が
増
加
し
て
お

度
末
の
人
事
異
動
の
際
に

り
、
公
舎
の
集
約
化
が
さ
ら

は
、
可
能
な
限
り
入
居
制
限

に
長
距
離
通
勤
を
増
や
す
こ

を
図
る
」
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
な

と
に
つ
い
て
、｢

今
回
の
異

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
そ

動
か
ら
入
居
を
制
限
す
る
の

の
た
め
に
も
、
廃
止
と
す
る

は
性
急
す
ぎ
る
。
異
動
後
に

女
性
の
訴
え
、
玄
海
原
発
の

Ａ
判
定
は
機
械
的
に
は
行
わ

入
居
状
況
を
確
認
し
た
上

稼
働
差
し
止
め
を
求
め
る
訴

ず
、
学
校
の
意
見
を
尊
重
す

で
、
Ａ
～
Ｃ
の
判
定
を
行
う

訟
の
弁
護
団
か
ら
の
ア
ピ

る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

べ
き｣

と
批
判
し
ま
し
た
。

ー
ル
、
歌
や
ビ
オ
ラ
演
奏
な

ま
た
、
各
学
校
へ
の
通
知

ど
で｢

原
発
ゼ
ロ｣

を
求
め
る

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
周

４
人
が
参
加
。

思
い
が
仮
設
ス
テ
ー
ジ
で
発

年
と
な
っ
た
３
月
１
１
日
、

集
会
で
は
、
開
催
冒
頭
と

表
さ
れ
ま
し
た
。

「
原
発
ゼ
ロ｣
を
め
ざ
す｢

さ

１
４
時
４
６
分
に
、
震
災
犠

集
会
終
了
後
、
参
加
者
は

よ
う
な
ら
原
発
３
・
１
１
ナ

牲
者
へ
の
黙
祷
を
行
う
と
と

プ
ラ
カ
ー
ド
や
仮
装
な
ど
で

こ
れ
に
対
し
て
県
教
委

居
制
限
に
つ
い
て
は｢

入
居

ガ
サ
キ
集
会｣

が
長
崎
市
の

も
に
、
福
島
か
ら
福
岡
に
避

沿
道
の
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し

は
、
各
学
校
か
ら
意
見
を

さ
せ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は

中
央
公
園
で
開
催
さ
れ
、
約

難
し
て
脱
原
発
や
事
故
被
害

な
が
ら
、
湊
公
園
ま
で
パ
レ

聞
く
こ
と
を
あ
ら
た
め
て

な
い
。
現
在
Ａ
に
分
類
し
て

１
千
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

者
の
生
活
再
建
支
援
な
ど
を

ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

確
認
す
る
と
と
も
に
、
入

い
る
公
舎
は
老
朽
化
し
て
た

高
教
組
も
県
下
各
地
か
ら
１

国
に
求
め
て
活
動
し
て
い
る

ようこそ 今日こそ 高教組 HP http://nagasaki-kokyoso.org

県
教
委

公
舎(

教
職
員
住
宅)

の
集
約
化
に
つ
い
て
の
素
案
を
提
示

６
４
棟
１
５
８
戸
廃
止
対
象

◆Ａ(廃止対象)となっているものの例…６４棟あるうちの一部

学 校 所 在 地 戸数 現在の入居数

長崎南 長崎市田上町 400-4 ３ １

島原工業 島原市萩が丘 1丁目 5630（2棟） ５ ２

大村 大村市久原 2-716-2 （7棟）の内の 1棟 ５ １

鹿町工業 鹿町土肥ノ浦免 87-16（2棟） ６ ２

口加 加津佐町己 2291-2（4棟）の内の 2棟 ６ ４

西彼杵 大瀬戸町雪浦下郷 1360-9（2棟) １６ １

豊玉 豊玉町仁位 1200-4 ３ ２

高
教
組

「
学
校
の
意
見
を
尊
重
す
べ
き
」「
入
居
制
限
を
す
る
な
」

県
教
委

「
意
見
を
聞
く
」「
人
気
の
と
こ
ろ
を
紹
介
す
る
」

ラ
ン
ク
付
け
素
案
に

問
題
な
い
か
確
認
を

｢

原
発
ゼ
ロ｣

を
求
め
て
約
１
千
人
が
集
会

長
崎
高
教
組
か
ら
１
４
人
が
参
加

さ
よ
う
な
ら
原
発

ナ
ガ
サ
キ
集
会

(昭和35年8月11日第三種郵便物認可）毎月1日、15日発行長 崎 高 教 組 新 聞(２) 第１５１５号 ２０１２年３月１５日（木）

■
全
県
支
部
代
表
者
・分
会
長
会

先
生
の
学
校
■

○
３
月
３
１
日
（
土
）

○
３
月
３
１
日
（
土
）

１

時
３
０
分
～
５
時

３
時
～
５
時

○
会
場
：
諫
早
市
高
城
会
館

○
会
場
：
諫
早
市
高
城
会
館

○
懇
親
会
・
宿
舎
：
道
具
屋

○
テ
ー
マ
：
学
級
開
き
の
仕

５
時
３
０
分
～
８
時

掛
け
方
と
学
級
通
信
の
つ

＊
要
求
書
づ
く
り
、
交
渉
情

く
り
方

宣
な
ど
の
や
り
方
を
よ
り
実

＊
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

践
的
に
交
流
し
ま
す
。
＊
ま

平
井
秀
治
さ
ん
（
高
教
組
執

た
、
い
ま
の
職
場
の
状
況
や

行
委
員
長
・
高
校
講
師
）

組
合
活
動
へ
の
思
い
を
語
り

「
長
年
、
生
徒
の
成
長
を

合
い
ま
す
。
＊
さ
ら
に
、
団

促
し
保
護
者
の
信
頼
を
高

結
が
厳
し
い
な
か
、
分
会
や

め
る
学
級
づ
く
り
を
追
究

組
合
員
相
互
の
意
思
疎
通
を

し
て
き

ま
し
た
。
う
ま
く

心
底
か
ら
図
る
た
め
に
、
懇

い
か
な
か
っ
た
事
ば
か
り

親
会
を
持
ち
ま
す
。

で
し
た
が
、
一
貫
し
て
学

【
お
願
い
】
＊
年
度
末
初
め

級
開
き
と
学
級
閉
じ
、
そ

で
学
校
は
多
忙
を
極
め
ま

し
て
学
級
通
信
づ
く
り
を

す
が
、
１
１
年
度
（
現
）

重
視
し
て
き
ま
し
た
。
教

と
１
２
年
度
（
新
）

の
支

え
子
が
至
る
と
こ
ろ
で
活

部
代
表
者
と
、
１
２
年
度

躍
し
て
い
る
い
ま
、
改
め

分
会
長
ま
た
は
そ
の
代
理

て
参
加
者
と
一
緒
に
学
級

の
方
の
参
加
に
つ
い
て
配

づ
く
り
の
こ
と
を
考
え
た

慮
し
て
く
だ
さ
い
。

い
と
こ
ろ
で
す
。
委
員
長

＊
懇
親
会
も
重
要
な
会
で

と
し
て
本
当
に
最
後
の
ご

す
の
で
、
こ
の
会
の
み
の
出
席
も
可
能

奉
公
で
す
。」

で
す
。遠
慮
な
く
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

○
参
加
対
象
者
：
組
合
加
入
の
有
無
を

＊
支
部
・
分
会
は
下
記
の
「
先
生
の
学

問
い
ま
せ
ん
。
青
年
教
職
員
を
中
心
に
、

校
」
へ
の
参
加
を
職
場
の
青
年
教
職
員

し
か
し
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

を
中
心
に
呼
び
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

で
気
楽
に
ど
う
ぞ
。

＊
４
月
１
日
（
日
）
に
は
全
体
的
会
合

○
「
先
生
の
学
校
」
の
参
加
者
で
希
望

は
開
き
ま
せ
ん
。
支
部
や
分
会
な
ど
の

者
は
、
上
記
の
懇
親
会
に
合
流
し
ま
す
。

打
ち
合
わ
せ
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。 これでいけるぞー！新年度

３．３１集まって・語って・のんで・学んで


